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1.   はじめに 

全学共通教育科目「情報基礎」は，平成 6 年度より本学の新入生全員に対して実施しています．「情報基礎」

は，学内外の情報システムの利用に関する基本を学び，本学の学生として相応しい情報リテラシー教育を身

につけることを目的としており，コンピュータによる実習を伴う授業です．これまで，「情報基礎」授業の実施は，

情報基盤センターで独自開発した「情報基礎」e-Learning システムを用いて行ってきましたが，LMS BEEF1の

運用開始にあわせて，コンテンツの大半を BEEF に引越しました．ここでは，BEEF を用いた「情報基礎」の実

施方法について解説します．BEEF で利用できる多くの機能を活用していますので，授業実施や受講の参考

になれば幸いです．  

2.   クラスとコース 

「情報基礎」は，表１に示すように６単元に分かれており，それぞれの単元ごとに１コマが割り当てられていま

す．授業担当者は，授業手順書にしたがって，オンラインテキストを用いた講義および教育用端末を用いて実

習を行い，授業中にレポート課題を課し，授業の終わりには授業の理解度を問う「ちからだめし」およびアンケ

ートを実施します．  

表１．情報基礎のカリキュラム 

第１回  学内共同利用のための環境 

第２回  電子メール 

第３回  インターネットの利用 

第４回  インターネット社会でのセキュリティ 

第５回  情報の活用 

第６回  情報倫理 

 

BEEF には，教務情報システムに登録され

ているすべての開講科目が時間割コードごと

に「コース」として登録されています．BEEF で

は，「活動」や「リソース」を活用することによっ

て，授業を組み立てていきます．「活動」は，

課題，小テスト，フィードバック，投票といった

「コース」の受講者の活動を伴うものであり，「リソース」はファイルやページ，URL など「コース」の資料となるも

のを提示するものです．  

                                                   
1 Web を活用して，学生への講義資料の配布・レポートの提出・小テストやアンケート実施・教員と学生の間

や学生同士のコミュニケーションを支援するシステムです．このシステムは，Moodle というオープンソフトウェア

を用いており，教務情報システムや神戸大学統合ユーザ管理システムと連携しています

(https://beef.center.kobe-u.ac.jp)．BEEF の概要については，「神戸大学 LMS コトハジメ」，MAGE Vol.34, 

No.42 (2014)を参照ください． 
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「情報基礎」は，各学部や学科ごとにクラス分けされており，全部で 23 クラスが「コース」として登録されてい

て，全てのクラスで同じ内容を異なる担当者が実施します．このため，１つのコースにコンテンツを作成して，こ

れをすべてのコースにコピーしました．コピーには，「バックアップ」と「リストア」の機能を使い，１つのコースを複

数のコースに一気にリストアできるようなツールを新たに作成しました．レポートや小テストの締め切り日の設定

はクラスごとに違いますので，これはコースごとに手作業で設定しました． 

 

3.   テキスト（「ブック」の利用） 

BEEF で授業資料を提示するには，pdf を直接アップロードする方法がよく用いられていますが，「情報基礎」

では，「ブック」というリソースを用いています．「ブック」は「ページ」と似ていて，BEEF 上で直接コンテンツを編

集しますが，ページを一冊の本のようにまとめることができます．「ブック」では，「章」「節」を作ることができ，自

動的に目次を作成します． 

ブック全体を一括して表示，印刷したいときは，「ブック管理」の「ブックを丸ごと印刷」を選択すると，ブック全

体が 1 ページで表示されます．編集は，「ブック管理」の「編集モードを始める」で開始します．編集画面では，

「章の題名」と「内容」を入力します． 

     

4.   レポート（「課題」） 

レポート課題は，「課題」という活動を用いています．出題した課題

に対して，BEEF に用意されたフォームに直接書き込んで提出する方法と，ファイルをアップロードする方法を

用いています．授業では，フォームに直接解答を書き込むと，途中保存ができないので Word やテキストエディ

タなどほかのアプリケーションで解答を作成してから，文章をコピーアンドペーストして提出するよう指導してい

ます．ところが，現在のバージョンでは，ペーストはショートカットキー（Commad+V）しか受け付けてくれず，マウ

スの右クリックで「ペースト」を選択してもペーストされません．ショートカットキーを使い慣れない１年生には，最

初は不便に感じられますが，これを機会にショートカットキーの利用を習得してもらい，効率の良い編集方法の

学習にも一役買っています． 

レポート提出に関する期日は，「開始日時」「終了日時」「遮断日時」を設定できます．「終了日時」が過ぎても，
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レポートは提出することができますが，「遮断日時」を過ぎると提出できなくなります．例えば，授業実施日の授

業開始後 1 時間を「開始日時」に設定し，一週間後の締め切り日を「終了日時」と設定し，なんらかの理由でレ

ポートを遅れて提出する人のために「遮断日時」までは提出可とするといったことが可能です．レポートの評価

を行うときに表示される日時は，最後に解答を編集した日時になります．「終了日時」すなわち締め切りに遅れ

たレポートは提出日時が赤字で表示されますので，遅れたことが一目瞭然です． 

 

5.   ちからだめし（「小テスト」の利用） 

 毎回の授業の理解度を問う「ちからだめし」では，「小テスト」という活動を用いています．各単元２０問程度の

拓一式または，複数選択の小テストを用意しておき，「問題バンク」に登録します．ここから，テストの実施の際

に，ランダムに 10 問出題します．問題の順番や，選択肢の順番も出題ごとに変わります．小テストに解答した

後にすぐに採点して，結果を知ることができます．結果を知らせないこともできますし，設定した得点に達するま

でなんども受験させることもできます．「情報基礎」では，受験のチャンスは２回で，そのうち得点の高い方を小

テストの得点としています． 
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6.   アンケート（「フィードバック」） 

情報基礎では，毎回の授業でその単元の理解度を確かめるためにアンケートを行っています．アンケートに

は「フィードバック」という活動を用いています．授業中にアンケートに回答してもらい，すぐに結果を閲覧するこ

とができます．アンケート結果は，公開することもできますので，次の授業の際にアンケート結果を見せながら，

授業の振り返り等を行うことが可能です． 

   

7.   成績の閲覧（「評定」） 

レポートの採点は，提出された解答を見ながら，オンラインで行います．採点の画面には，最終提出日時と

提出された解答（ファイル）が一覧されています．解答に対してコメントを添えることや提出された doc や pdf の

ファイルを一旦ダウンロードし，コメントを書き入れたファイルを，フィードバックとしてアップロードし，学生に返

却することができます． 

8.   出席確認 

情報基礎の出席確認は，これまでに開発した「情報基礎」専用の e-Learning システムで開発した端末への

ログイン状況をもとに出席を確認する仕組みを利用しています．「情報基礎」を実施している演習室の教育用

端末から直接 BEEF にログインしていた時間を集計する，という方法も考えられ，将来的にはそのような仕組み

を考えたいと思っていますが，端末のない講義室等での出席確認に BEEF を利用するには，工夫が必要とな

ります．良い方法がありましたら，紹介したいと思います． 

9.   スタッフ用ページ（Venture の利用） 

「情報基礎」は，同じ教材を使って複数の担当教員が授業を行うため，情報共有のために授業担当者用の

コースを設けています．このコースは，BEEF Venture という BEEF2015 とは別の LMS に設けていて，授業の進

行方法などの資料や，採点基準，その他のお知らせなどを掲載しています．BEEF Venture は，教務システム

に登録されている授業以外の研究や教育，研修等のために利用できる LMS BEEF のサブシステムです． 

10.  おわりに 

全学共通教育科目「情報基礎」で LMS BEEF を用いることで，学部１年生全員が入学後すぐに BEEF の使

い方を習得しますので，他の授業において講義内で BEEF の使い方について説明する必要がありません．年

次更新で BEEF 経験者が増えますので，それにつれて，授業での BEEF 活用が広がることを期待しています． 
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